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Center Of Community 

～大学生を架け橋としたまちづくり～ 

 
 
世田谷区には、人、商店街、歴史、イベントなど街についての多くの資源があり、世田谷区内の個々の街を見て

もそれぞれが色濃く魅力的で独自の発展をしている。また、区内の大学の数も 12校と多く存在しており、人数にし
ておよそ 89,000人と世田谷区の人口の約 1割もの大学生が通学している。これらは国内でも他に類を見ない恵まれ
た地域である。しかし現状は両者とも活かしきれていないことが問題である。そこで今回私たちは大学生にターゲ

ットを絞った世田谷のファンづくりを行っていく。調査の中で大学生の多くは世田谷区が単なる通学地(点)になって
おり、自身の通う大学周辺の地域の情報さえ知ろうともせず、足を運ぼうともしない。 
一つの要因として本来の街の姿を大学生が知らないという問題がある。世田谷区と地域に住む人々の抱く『街の

顔（イメージ）』と大学生の抱く『街の顔』の認識に大きなギャップが存在し、興味や関心を持つきっかけがない。

例えば、三軒茶屋は新宿渋谷のような大都会というイメージを持っており、わざわざ訪れようとしない。しかし実

際は昔ながらの街並みや横丁、おしゃれなカフェなど、大学生にとって魅力に感じる個性的な資源が豊富にある。 
もう一つの要因として、世田谷区を周るにあたり適した移動手段がないことである。学生は移動手段として主に

電車を利用するため、横（東西）の動きには強い。しかし、アクセスが良すぎるがため、区外の街へ出ていってし

まう。 
そこで私たちは大学生視点での街の魅力を大学生に PR し、気付かせ、訪れさせ、交流させる流れをつくる提案

をする。具体的な内容として、地域が大学をツアーという形で周る企画がある。大学内でまちの一部を切り取った

ようなイベントを展開する。更に大学生向けの冊子の用意と地域の人による PR を実施し、大学生の興味を引くよ
うな宣伝を行う。大学生に街の本来の魅力を「気付かせる」ことに重きを置いた活動である。 
また区内に点在する 12大学内にポートを設けたレンタサイクル企画では学生を実際に地域へ「訪れさせる」こと

を目的とした活動だ。現在、鉄道をはじめとした横の動きには強い世田谷区だが、縦（南北）の動きのきっかけが

ないことが弱みである。自転車という移動手段を大学生に与えることによって、電車では築けなかった広がりを持

った動きを提供する。また、大学がレンタサイクルポートという場の提供を地域にすることで文部科学省が推奨す

る「地（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」への積極的な取り組みに繋がり、地域貢献へ結び付けることもで
きる。 
「交流させる」手段として、区が管理する学生のボランティア団体を立ち上げる。大学ツアーの運営並びに各地

域イベントの運営を主体的に請け負う。そこには地域と学生と区役所の三者が相互にプラスに作用する仕組みがあ

る。 
様々な無限の可能性を踏まえ、世田谷区や地域は大学生のターゲットに特化した街に関する広告の出し方を考え

直すべきであると私たちはもう一度主張したい。交流が活発かつ深みのあるものとなれば、学生と地域住民とのセ

ーフティ・ネットワークの形成に繋がり、「災害に強く、復元力を持つ街をつくる」ことへ結び付く。私たちは在住

者だけでなく通学者も含めた世田谷に関連するすべての人々を『区民』と定義し、「ひとりでも多くの区民が区政や

公の活動に参加できるようにする。」 
今回の提案で大学生に世田谷区の本来の魅力に気づかせ、地域やイベントに訪れさせ、人と交流させる。そして

大学生が人やまちをつなぐ架け橋となることで、より豊かでより安心なまちになることこそ私たちが目指す世田谷

区である。 
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あ
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情
報
を
発
信
す
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